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キッチンから考える
水の循環
いま、産業界では水ビジネ

スのグローバル展開が話題を

集めていますが、もつと身近

なところから私たちの生活に

欠かせない大切な「水」を見

つめてみようという運動が盛

り上がりを見せています。

フォア・リレーションズ株

式会社代表の中山勲さんが進

める「キッチンから考える水

の循環」もその 1つ。水と生

活との接点となるキッチンを

ベースにしながら、水資源の

有効活用と保護について一人

ひとりができること、地域ぐ

るみでできること、社会全体

で取り組むべき施策などを考

え、その実践に向けて全国各

地で活動を行つています。

今号の「最前線を訪ねて」

では、水とキッチンとの関係

について、中山さんにお話を

お伺いしました。

～下水道の「見える化」推進～

鯰下水道事業者と地域住民とのコミュケーションの

担い手として

―取り組みを行うきつかけは何でし

ょうか。

中山 私がキッチンという日常の視

点から水の循環について考えはじめ

たのは、下水道業界を担当する取材

記者の頃でした。取材を重ねるにつ

れて「下水道が見えていない。その

ために水の循環が正しいイメージで

語られなくなっている。飲む水も大

事だが、排水口から先にももっと目

を向けてもらわなければ」という気

持ちが高まつていきました。記者と

しての経験を活かして、下水道事業

者と地域住民とのコミュニケーショ

ンの担い手になれないだろうかと考

えたのもこの頃です。そして、フォ

ア・リレーションズを起業して独立

し、約 3年前に「キッチンから考え

る水の循環実行委員会」を立ち上げ

ました。

―なぜキッチンなのでしようか。

中山 家庭と下水道との接点にはお

風呂や トイレなどもありますが、キ

ッチンは「食べる」という人の喜び

や楽しみがあふれた場所ですので、

より身近な話題として実感していた

だけると思つたからです。たとえば

最近、「江戸前の復活」という言

葉をよく耳にするようになりました。

下水道整備等のおかげで東京湾がき

れいになり、一時激減したマノヽゼや

イワシなどが再び獲れるようになつ

たとのこと。これはマスコミ報道の

効果もあつてか、家庭の食卓でもし

ばしば話題にのぼるようです。「環

境問題」というと難しくとらえられ

がちですが、食べ物を中心にすると

実にざつくばらんに語り合えるもの

です。

こうした視点から下水道や水の循

環に思いを巡らしていただきたいと

思います。

一どのような活動をなさつているの

ですか。

中山 プロの料理人やホテルの関係

者、調理師を目指す学生や講師、市

民団体との意見交換会をはじめ、料

理セミナー等を通じて食と水との関

係を感 じていただけるような活動を

行つています。まずは下水道への関

心の扉を開いていただくことが第一

歩ですので、形式にこだわらず多彩

で楽 しめるようなイベン トづくりを

心がけています。参加者が 1つでも

2つでも新たな気づきや発見をして

帰つていただけたら嬉しいですね。

r、 言
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最調 降

師

鰺明日の食卓につなげる「食のリレー」

―「環食」という試みもあるそうで

夢が。

押山 これは、食べ物に感謝して残
きず食べる (完食)、 地球環境に低

ミ荷な食の実践 (環食)、 下水道に

轟まる食べかすなどを資源に変えて

艶卓に戻す (循環)の 3つの想いを

△めた造語です。下水道には「食べ

勿由来の資源」があるわけですから、

それを食のサイクルに活用しない手

まありません。食べかすを肥料とし

奮育つた農作物を、食べかすで作つ

こバイオガスを燃料とする トラック

否運び、食べかすから生まれた都市

リスや電気 (発電燃料化)で再び家

このキッチンに戻 してしヽく。食べ
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たら終わり、食べかすは捨てて終わ

りではなく、明日の食卓につなげる

「食のリレー」に結びつけようとい

うのが環食のコンセプ トです。今年

3月 には、神戸市主催の「アーモン

ド並木と春の音楽会 (東水環境セン

ター)」 で環食イベン トを実施しま

した。東水環境センターでは下水か

ら生まれるバイオガスを2008年

から循環エネルギーとして本格的に

供給し、市バスやゴミ収集車などを

走らせています。当日は、バイオガ

ス車で運んだ地元産の野菜を使つて

ミネス ト□一ネスープを作り、来場

者に振舞いながら、食のリレーにつ

いてお話しさせていただきました。

―イベン トでの反応はいかかでした

か 。

中山 下水道は「捨てるための施設
ではない」ということをこ理解いた

だき、少しでも下水道の「見える

化」を進めること′ができたのではな

いかと思います。また、食のリレー

を知ることで食べ物を大切にする気

持ちを再認識し、料理は食べられる

分量だけ作つて残さず食べるという

行為も「エコクッキング」という立

派なエコなのだということを知りま

したという声を頂戴しています。お

子さんたちには、バイオガスを「バ

クテリアのおなら」とユーモアを交

えて分かりやすく表現し、その仕組



キッチンから考える
水の循環 ～下水道の「見える化」推進～

【東京計器の下水道向け計測機器】
東京計器では各種流体計浪1機器をお届けし、最適な下水処理管理の実現に

貢献しています。

◇平面アンテナ電波 レベル計

アンテナ (マイクロ波送受信音D
と変換器が一体となったコンパクト

な電波レベル計です。管渠内などの

ような狭小空間でも容易に設置でき

ます。

電波レベル計
(水位センサ)

◇超音波開渠流量計 UVH-2000
下水などのように異物や気泡を含む液

体、スラリー液(粘性のある液体)の流量

計沢Jに適しています。下水処理場の維持

管理や公共 流域下水道の流入量監視に役

立ちます。

流速センサ

◇ 電波 レベ ル計  MRG-10(左 )/RttG-40(右 )
マイクロ波を利用した非接触測定のため、測定対象

物の付着性、腐食性、密度変化の影響を受けることな

く高精度に液位を測定。下水処理場においては、沈殿

槽や汚泥槽等の液位管理に利用されています。

みを紙芝居で説明したところ大好評

でした。

―最後にひとことメッセージをお願

いします。

中山 私たちの生活を支える水は、

絶えず循環しています。そして、そ

の循環の輪の中に身近な空間として

存在するのがキッチンです。下水道

をはじめ、使つた水を元の姿に戻す

人工的な仕組みを適切に機能させる

とともに、私たち一人ひとりが水を

つなぐランナーであるという意識が

大切だと思います。流した水はいつ

しか自分のところに戻つてくるので

すから。
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